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本 発 明の課題 は、複 数の顔 を照合 す る場合 な ど、顔照合処理 に時間がかか った場合 で も、被照合者 の
挙動 を確実 に記録す る ことが できる プ レ録 画デ一タ保存装置及 び プ レ録画デ一タ保存方法 を提供す る こ
とで ある。 顔照合部 （1 1 ) は、顔検 出部 （1 0 ) で検 出 され た人物の顔 に対 して顔照合処理 を実行
し、 メモ リコン トロール部 （1 7 ) は、顔検 出部 （1 0 ) で人物の顔が検 出 され た顔検 出時刻か ら第 1
の メモ リ （1 3 ) に対 して人物の映像 の プ レ録 画 を開始 させ る とともに、顔照合処理が実行 され 、照合
合致 した照合合 致時刻 で プ レ録画 を終 了 させ て、顏検 出時刻か ら照合合 致時刻 までの プ レ録画 デ一タを
ハー ドデ ィスク （1 4 ) に保存す る。 これ によ り、顔照合処理 に時間がかか った場合 で も照合期 間 中の
被照合者の挙動 を記録 す る ことが で き、再 生時 には、顔 を検 出 して照合合致 した人物の プ レ録 画が再 生
され るの で、 どの顔 を照合対象 と したかが分 か り難 い とい うことがな くなる。



明 細 書

発 明の名称 ：

プ レ録画デー タ保存装置及び プ レ録画デー タ保存方法

技術分野

[0001 ] 本発 明は、防犯監視用の監視 システムに用 いて好適な プ レ録画デー タ保存

装置及び プ レ録画デ一タ保存方法 に関す る。

背景技術

[0002] 従 来、カメラで撮影 して得 られた映像か ら監視 イベ ン トを検 出 し、それ を

契機 に映像 を録画す る監視 システムが開発 され ている （例 えば、特許文献 1

： 「画像記憶装置 、監視 システム、記憶媒体」）。録画開始の契機 と して、

例 えば、撮影 して得 られた人物の顔が予め登録 された顏情報 と照合 して合致

した場合が ある。特許文献 1 では、 「入 力フ レーム画像 中において肌色 と判

定 され る領域数が所定の値 を超 えた とき」 を録画開始の 1 つの契機 と してい

る。

先行技術文献

特許文献

[0003] 特許文献 1 ：日本国特開 2 0 0 8 - 2 7 8 5 7 号公報

発 明の概要

発 明が解決 しょ うとす る課題

[0004] と ころで、顏照合結果 を録画開始の契機 とす る監視 システムにおいては、

複数の顏 を照合す る場合な ど、顏照合処理 に時間がかか る場合 （例 えば、数

秒〜 1 0 数秒）、被照合者 （被写体）がカメラの画面内か ら画面外 に出てい

くため （フ レームアウ トす るため）、必要な映像 を記録す る ことができない

とい う課題が ある。なお、 この課題 は、 プ レ録画時間 （実際 に変化が生 じす

る数秒〜 1 0 数秒前 に遡 って録画画像 を保存す る時間） を固定 と した プ レ記

録 を採 る ことで回避す る ことが可能であるが、照合対象以外の顏 も記録 され

る可能性が あ り、再生時に どの顏 を照合対象 と したのかが分か り難 いとい う



欠点がある。

[0005] 本発明は、係る事情に鑑みてなされたものであ り、複数の顏を照合する場

合など、顏照合処理に時間がかかった場合でも、被照合者の挙動を確実に記

録することができるプレ録画データ保存装置及びプレ録画データ保存方法を

提供することを目的とする。

課題を解決するための手段

[0006] 本発明のプレ録画データ保存装置は、第 1 の記録手段 と、前記第 1 の記録

手段よ り大容量の第 2 の記録手段 と、人物を撮影 して得 られた映像か ら検出

された前記人物の顏に対 して顏照合処理を実行する顏照合処理実行手段 と、

前記人物の顔が検出された顏検出時刻か ら前記第 1 の記録手段に対 して前記

人物の映像のプレ録画を開始 させるとともに、前記顏照合処理実行手段で前

記顏照合処理が実行 され照合合致 した照合合致時刻で前記プレ録画を終了さ

せて、前記顏検出時刻か ら前記照合合致時刻までのプレ録画データを前記第

2 の記録手段に保存する録画制御手段 と、を備えた。

[0007] 上記構成によれば、人物を撮影 して得 られた映像か ら当該人物の顏を検出

すると、顏照合処理を実行する。また、顏検出時刻か ら第 1 の記録手段に対

して当該人物の映像のプレ録画を開始 し、照合合致 した場合、照合合致時刻

でプレ録画を終了する。第 1 の記録手段にプレ録画を行 った場合、そのプレ

録画のデータを第 2 の記録手段に保存する。 したがって、顏照合処理に時間

がかかった場合でも照合期間中の被照合者の挙動を記録することができる。

また、再生時には、顏を検出 して照合合致 した人物のプレ録画が再生される

ので、どの顏を照合対象 としたかが分か り難いということがな くなる。

[0008] 上記構成において、前記顏検出時刻を記憶する顏検出時刻記憶手段を備え

、前記録画制御手段は、前記顏検出時刻か ら前記照合合致時刻までのプレ録

画データを前記第 2 の記録手段に保存する際、前記顏検出時刻記憶手段に記

憶 された前記顏検出時刻を前記プレ録画デ一タのインデックス時刻として使

用する。

[0009] 上記構成によれば、人物の顏検出時刻か ら照合合致時刻までのプレ録画デ



一タを第 2 の記録手段に保存す る際に、顏検出時刻記憶手段に記憶 した顏検

出時刻をプ レ録画デー タのインデ ックス時刻 と して使用す るので、 目的 とす

る人物の記録映像 を直 ぐに再生す ることができる。

[001 0 ] 本発明の プ レ録画デー タ保存方法は、人物 を撮影 して得 られた映像か ら検

出 された前記人物の顏に対 して顏照合処理 を実行す る顏照合処理実行ステ ツ

プと、前記人物の顔が検出 された顏検出時刻か ら第 1 の記録手段に対 して前

記人物の映像の プ レ録画 を開始 させ るとともに、前記顏照合処理実行ステ ツ

プで前記顏照合処理が実行 され照合合致 した照合合致時刻で前記 プ レ録画 を

終 了させて、前記顏検出時刻か ら前記照合合致時刻までの プ レ録画デー タを

前記第 1 の記録手段 よ り大容量の第 2 の記録手段に保存す る録画制御ステ ツ

プと、を備 えた。

[001 上記方法によれ ば、人物 を撮影 して得 られた映像か ら当該人物の顏 を検出

す ると、顏照合処理 を実行す る。また、顏検出時刻か ら第 1 の記録手段に対

して当該人物の映像の プ レ録画 を開始 し、照合合致 した場合、照合合致時刻

でプ レ録画 を終 了す る。第 1 の記録手段にプ レ録画 を行 った場合、その プ レ

録画のデー タを第 2 の記録手段に保存す る。 したが って、顏照合処理に時間

がかか った場合でも照合期間中の被照合者の挙動 を記録す ることができる。

また、再生時には、顏 を検出 して照合合致 した人物の プ レ録画が再生 され る

ので、 どの顏 を照合対象 と したかが分か り難 いということがな くなる。

[001 2 ] 本発明の プ レ録画デー タ保存 プログラムは、上記 プ レ録画デー タ保存方法

の各ステ ップをコン ピュー タに実行 させ るための ものである。

[001 3 ] 上記 プログラムによれ ば、コン ピュー タ力、 人物 を撮影 して得 られた映像

か ら当該人物の顏 を検出す ると、顏照合処理 を実行す る。また、顏検出時刻

か ら第 1 の記録手段に対 して当該人物の映像の プ レ録画 を開始 し、照合合致

した場合、照合合致時刻でプ レ録画 を終 了す る。第 1 の記録手段にプ レ録画

を行 った場合、その プ レ録画のデー タを第 2 の記録手段に保存す る。 したが

つて、顏照合処理に時間がかか った場合でも照合期間中の被照合者の挙動 を

記録す ることができる。また、再生時には、顏 を検出 して照合合致 した人物



の プ レ録 画 が再 生 され るの で 、 どの顏 を照 合 対象 と した か が分 か り難 い とい

う ことが な くな る。

発 明の効 果

[001 4] 本発 明 に よれ ば、複 数 の顏 を照 合 す る場 合 な ど、顏 照 合処 理 に時間 が か か

つた場 合 で も、被 照 合者 の挙 動 を記 録 す る ことが で き る。 また 、再 生 時 に は

、顏 を検 出 して照 合 合 致 した 人物 の プ レ録 画 が再 生 され るの で 、 どの顏 を照

合 対象 と した か が分 か り難 い とい う ことが な くな る。

図面 の簡 単 な説 明

[001 5] [ 図 1] 本発 明の 一実施 の 形態 に係 る プ レ録 画 デー タ保存 装置 の概 略構 成 を示す

プ ロ ック図

[ 図 2 ] 図 1 の プ レ録 画 デー タ保存 装置 の プ レ録 画処 理 の概 要 を示す 図

[ 図 3 ] 図 1 の プ レ録 画 デー タ保存 装置 の プ レ録 画処 理 の概 要 を示す 図

[ 図 4 ] 図 1 の プ レ録 画 デー タ保存 装置 の プ レ録 画処 理 の概 要 を示す 図

[ 図 5 ] 図 1 の プ レ録 画 デー タ保存 装置 の プ レ録 画処 理 の概 要 を示す 図

[ 図 6 ] 図 1 の プ レ録 画 デー タ保存 装置 の顏検 出処 理 を説 明す るた め の フ ロー チ

ャ一 ト

[ 図 7 ] 図 1 の プ レ録 画 デー タ保存 装置 の顏 照 合処 理 を説 明す るた め の フ ロー チ

ャ一 ト

発 明 を実施 す るた めの 形 態

[001 6] 以下 、本発 明 を実施 す るた め の 好適 な実施 の 形態 につ いて 、 図面 を参 照 し

て詳細 に説 明す る。

[001 7] 図 1 は 、本発 明の 一実施 の 形態 に係 る プ レ録 画 デー タ保存 装置 の概 略構 成

を示す ブ ロ ック図 で あ る。 同図 に お いて 、本 実施 の 形態 の プ レ録 画 デー タ保

存 装置 1 は 、顏検 出部 1 0 と、顏 照 合 部 1 1 と、 タイ マ部 1 2 と、第 1 の メ

モ リ 1 3 と、ハ ー ドデ ィス ク （H D D ) 4 と、第 2 の メモ リ 1 5 と、演 算

部 1 6 と、 メモ リコ ン トロー ル 部 1 7 と、画像 デ コー ド部 1 8 とを備 え る。

[001 8 ] 顏 検 出部 1 0 は 、 カ メ ラ 2 で 人物 を撮 影 して得 られ た 映像 を出 力す る と と

もに、 当該 映像 か ら人物 の顏 を検 出す る。 また 、顏検 出部 1 0 は 、 人物 の顏



を検 出 した ときの時刻 （以下、 "顔検 出時刻 " と呼ぶ） をタイマ部 1 2 か ら

取得す る。顏照合部 1 1 は、ユーザ （監視者 ） によ って登録 され た複 数の顏

情報 を記憶 し、登録 され た複 数の顏情報 のそれ ぞれ と顏検 出部 1 0 が検 出 し

た人物の顔 とを照合 し、合致す る顏情報 が見 つか る と、その ときの時刻 （以

下、 "照合合致 時刻 " と呼ぶ） をタイマ部 1 2 か ら取得す る。顏照合部 1 1

は、顏検 出部 1 0 で顏検 出 され る ごとに前記処理 を行 う。

[001 9] タイマ部 1 2 は、現在 の時刻情報 を出力す る。演算部 1 6 は、登録顏情報

と照合合致 した顏 ごとに、 「顏検 出時刻情報 」 と 「照合合致 時刻情報 」 を組

に して第 2 の メ モ リ 1 5 に記憶 させ る。第 1 の メ モ リ 1 3 及 び第 2 の メ モ リ

5 にはデー タの書換 えが可能 で、電源 を切 って もデー タが消 えな い不揮発

性の半導体 メモ リ （例 えば、 フラ ッシュメモ リ）が好適 で ある。

[0020] メ モ リコン ト口一ル部 1 7 は、顏検 出部 1 0 で人物の顔が検 出 され る と、

顏検 出部 1 0 か ら出力 され る映像 を第 1 の メモ リ 1 3 に記録す るプ レ録画 を

開始す る。 メ モ リコン トロール部 1 7 は、顏照合部 1 1 か ら照合合致 時刻が

出力 され る と、顏検 出部 1 0 か ら出力 され る映像 を第 1 の メモ リ 1 3 に記録

す るプ レ録画 を終 了す る。 メ モ リコン トロール部 1 7 は、 1 人の人物の映像

の プ レ録画が終 了す る と、第 1 の メ モ リ 1 3 に記録 した プ レ録画 デー タをハ

— ドデ ィス ク 1 4 に保存す る。 この際 、 メモ リコン トロール部 1 7 は、顏検

出時刻 をプ レ録画 デー タのイ ンデ ックス時刻 と して使用 し、 この イ ンデ ック

ス時刻 もハー ドデ ィス ク 1 4 に保存す る。

[0021 ] 画像 デ コー ド部 1 8 は、顏検 出部 1 0 か ら出力 され た映像 を復号 して映像

信号 を出力す る。表示部 3 は、画像 デ コー ド部 1 8 か らの映像信号 を入 力 し

、映像 を表示す る。

[0022] ここで、本実施 の形態の プ レ録画 デー タ保存装置 1 の プ レ録画処理 につ い

て詳細 に説 明す る。

『1 人の人物 を検 出 した場合』

図 2 は、 1 人の人物 1 0 0 の顏 A を検 出 した場合の プ レ録画処理の概要 を

示す 図で ある。図 2 において、顏検 出部 1 0 が人物 1 0 0 の顏 A を検 出 した



顔検出時刻が T である。また、顔照合部 1 1 が人物 1 0 0 の顔Α に対する

照合を完了し、照合合致したときの照合合致時刻が T 2 である。メモリコン

トロール部 1 7 は、顏検出時刻 T 1 から人物 1 0 0 の映像を第 1 のメモリ1

3 に記録するプレ録画を開始する。その後、人物 1 0 0 の顔A に対する照合

が完了し、照合合致の場合、人物 1 0 0 の映像のプレ録画を終了し、そのプ

レ録画即ち第 1 のメモリ1 3 に記録した録画データ （顔検出時刻 T から照

合合致時刻 T 2 までの録画データ）をハー ドディスク 1 4 に保存する。この

とき、メモリコン トロール部 1 7 は、ハー ドディスク 1 4 に保存 したプレ録

画データの先頭時刻を人物 1 0 0 の顔検出時刻 T とする。

[0023] 人物 1 0 0 の顔検出時刻 T 1 をインデックスとしてプレ録画データに付与

することで、時刻 T 1 で検索した場合に、人物 1 0 0 を撮影したプレ録画が

再生される。即ち、目的としていた人物 1 0 0 の映像が再生開始される。再

生画を見れば、画面の端の方で画面に入ってきた人物が照合対象の人物であ

るという推測が立てられるので、これにより、再生時にどの顔を照合対象と

したか分かり難いということがなくなる。

[0024] 『2 人の人物を検出した場合 （N o . 1 ) 』

次に、図 3 は、 2 人の人物 1 0 0 、 1 1 0 を検出した場合 （1 ) のプレ録

画処理の概要を示す図である。図 3 に示すように、 （N o . 1 ) の場合は、

人物 1 0 0 の顔A を検出して、顔A に対する照合が完了するまでの間に人物

0 の顏 B の検出が行われた場合である。

[0025] 図 3 において、顔検出部 1 0 が人物 1 0 0 の顔A を検出した顔検出時刻が

T である。また、顔検出部 1 0 が人物 1 1 0 の顔 B を検出した顔検出時刻

が T 2 である。また、顔照合部 1 1 が人物 1 0 0 の顔A に対する照合を完了

し、照合合致したときの照合合致時刻が T 3 である。また、顔照合部 1 1 が

人物 1 1 0 の顔 B に対する照合を完了し、照合合致したときの照合合致時刻

が T 4 である。

[0026] 顔照合部 1 1 は、顔検出時刻 T 1 から人物 1 0 0 の顔A の照合を開始する

。メモリコン トロール部 1 7 は、顏検出時刻 T 1 から人物 1 0 0 の顏A の映



像を第 1 のメモ リ 1 3 に記録するプレ録画を開始する。そ して、人物 1 0 0

の顏 A に対する照合が完了 し、照合合致 した場合、メモ リコン トロール部 1

7 は、人物 1 0 0 の映像のプレ録画を終了 し、そのプレ録画即ち第 1 のメモ

リ 1 3 に記録 した録画データ （顏検出時刻 T か ら照合合致時刻 T 3 までの

録画データ）をハー ドディスク 1 4 に保存する。このとき、メモ リコン ト口

ール部 1 7 は、ハー ドディスク 1 4 に保存 したプレ録画データの先頭時刻を

人物 1 0 0 の顏検出時刻 T 1 とする。

[0027] 照合合致時刻 T 3 は、顏照合部 1 1 が人物 1 1 0 の顏 B の照合を開始する

時刻 T 2 よ り後であ り、メモ リコン トロール部 1 7 は、当該時刻 T 3 か ら人

物 1 1 0 の映像を第 1 のメモ リ 1 3 に記録するプレ録画を開始する。そ して

、人物 1 1 0 の顏 B に対する照合が完了 し、照合合致 した場合、メモ リコン

トロール部 1 7 は、人物 1 1 0 の映像のプレ録画を終了 し、そのプレ録画即

ち第 1 の メモ リ 1 3 に記録 した録画データ （時刻 T 3 か ら照合合致時刻 T 4

までの録画データ）をハー ドディスク 1 4 に保存する。このとき、メモ リコ

ン トロール部 1 7 は、ハー ドディスク 1 4 に保存 したプレ録画データの先頭

時刻を人物 1 1 0 の顏検出時刻 T 2 とする。

[0028] 人物 1 0 0 の顏検出時刻 T 1 をインデックスとしてプレ録画データに付与

することで、時刻 T 1 で検索 した場合に、人物 1 0 0 を撮影 したプレ録画が

再生される。また、人物 1 1 0 の顏検出時刻 T 2 をインデックスとしてプレ

録画データに付与することで、時刻 T 2 で検索 した場合に、人物 1 1 0 を撮

影 したプレ録画が再生される。このように、目的としていた人物 1 0 0 、 1

0 の映像が再生開始 される。これによ り、再生時にどの顏を照合対象 とし

たか分か り難いということがな くなる。

[0029] 『2 人の人物を検出 した場合 （N o . 2 ) 』

次に、図 4 は、 2 人の人物 1 0 0 、 1 1 0 を検出 した場合 （2 ) のプレ録

画処理の概要を示す図である。同図に示すように、 （N o . 2 ) の場合は、

人物 1 0 0 の顏 A を検出 してか ら、顏 A に対する照合を完了するまでの間に

、人物 1 1 0 の顏 B の検出と、顏 B に対する照合が行われた場合である。



[0030] 図 4 において、顏検 出部 1 0 が人物 1 0 0 の顏 A を検 出 した顏検 出時刻が

T で ある。また、顏検 出部 1 0 が人物 1 1 0 の顏 B を検 出 した顏検 出時刻

が T 2 で ある。また、顏照合部 1 1 が人物 1 1 0 の顏 B に対す る照合 を完 了

し、照合合致 した ときの照合合致時刻が T 3 で ある。また、顏照合部 1 1 が

人物 1 0 0 の顏 A に対す る照合 を完 了 し、照合合致 した ときの照合合致時刻

が T 4 で ある。

[0031 ] 顏照合部 1 1 は、顏検 出時刻 T 1 か ら人物 1 0 0 の顏 A の照合 を開始す る

。メモ リコン トロール部 1 7 は、顏検 出時刻 T 1 か ら人物 1 0 0 の映像 を第

1 の メモ リ 1 3 に記録す るプ レ録画 を開始す る。顏照合部 1 1 は、顏検 出時

刻 T 2 か ら人物 1 1 0 の顏 B の照合 を開始す る。そ して、時刻 T 3 で人物 1

0 の顏 B に対す る照合が完 了す る。その後、時刻 T 4 で人物 1 0 0 の顏 A

に対す る照合が完 了す る。メモ リコン トロール部 1 7 は、時刻 T 4 で プ レ録

画 を終 了 し、その プ レ録画即 ち第 1 の メモ リ 1 3 に記録 した録画デー タ （顏

検 出時刻 T か ら照合合致時刻 T 4 までの録画デー タ） をハ ー ドデ ィスク 1

4 に保存す る。 この とき、メモ リコン トロール部 1 7 は、ハー ドデ ィスク 1

4 に保存 した プ レ録画デー タの先頭時刻 を人物 1 0 0 の顏検 出時刻 T とす

る。 この プ レ録画デー タには人物 1 1 0 の記録 も含 まれ ているので、再生す

る ことで人物 1 1 0 の挙動 も把握す る ことができる。

[0032] 人物 1 0 0 の顏検 出時刻 T 1 をイ ンデ ックス と して プ レ録画デー タに付与

す る ことで、時刻 T 1 で検索 した場合 に、人物 1 0 0 を撮影 した プ レ録画が

再生 され る。 この際、人物 1 0 0 を撮影 した プ レ録画 中に人物 1 1 0 の映像

も含 まれ る。 この よ うに、 目的 と していた人物 1 0 0 、 1 1 0 の映像が再生

開始 され る。 これ によ り、再生時に どの顏 を照合対象 と したか分か り難 いと

い うことがな くなる。

[0033] 『2 人の人物 を検 出 した場合 （N o . 3 ) 』

次 に、図 5 は、 2 人の人物 1 0 0 、 1 1 0 を検 出 した場合 （3 ) の プ レ録

画処理の概要 を示す図である。同図に示す よ うに、 （N o . 3 ) の場合 は、

人物 1 0 0 の顏 A を検 出 してか ら、顏 A に対す る照合 を完 了す るまでの間に



、人物 1 1 0 の顏 B の検出と、顏 B に対する照合が完了 し、さらに顏 A に対

する照合が不一致 となった場合である。

[0034] 図 5 において、顏検出部 1 0 が人物 1 0 0 の顏 A を検出 した顏検出時刻が

T である。また、顏検出部 1 0 が人物 1 1 0 の顏 B を検出 した顏検出時刻

が T 2 である。また、顏照合部 1 1 が人物 1 1 0 の顏 B に対する照合を完了

し、照合合致 したときの照合合致時刻が T 3 である。また、顏照合部 1 1 が

人物 1 0 0 の顏 A に対する照合が完了 し、照合不一致 となったときの照合不

一致時刻が T 4 である。

[0035] 顏照合部 1 1 は、顏検出時刻 T 1 か ら人物 1 0 0 の顏 A の照合を開始する

。メモ リコン トロール部 1 7 は、顏検出時刻 T 1 か ら人物 1 0 0 の映像を第

1 の メモ リ 1 3 に記録するプレ録画を開始する。また、顏照合部 1 1 は、顏

検出時刻 T 2 か ら人物 1 1 0 の顏 B の照合を開始する。その後、時刻 T 3 で

人物 1 1 0 の顏 B に対する照合が完了 し、さらに、時刻 T 4 で人物 1 0 0 の

顏 A に対する照合が完了する。 （3 ) の場合は、顏 B の照合が合致 し、顏 A

の照合が不一致 となるので、メモ リコン トロール部 1 7 は、時刻 T 4 でプレ

録画を終了するが、そのプレ録画即ち第 1 のメモ リ 1 3 に記録 した録画デ一

タの うち、人物 1 1 0 の顏 B の顏検出時刻 T 2 か ら照合合致時刻 T 3 までの

録画データのみをハー ドディスク 1 4 に保存する。このとき、メモ リコン ト

ロール部 1 7 は、ハー ドディスク 1 4 に保存 したプレ録画データの先頭時刻

を人物 1 1 0 の顏検出時刻 T 2 とする。

[0036] 人物 1 1 0 の顏検出時刻 T 2 をインデックスとしてプレ録画データに付与

することで、時刻 T 2 で検索 した場合に、人物 1 1 0 を撮影 したプレ録画が

再生される。このように、目的としていた人物 1 1 0 の映像が再生開始 され

る。これによ り、再生時にどの顏を照合対象 としたか分か り難いということ

がな くなる。

[0037] 次に、本実施の形態のプレ録画データ保存装置 1 の動作を説明する。

図 6 は、本実施の形態のプレ録画データ保存装置 1 の顏検出処理を説明す

るためのフローチャー トである。この顏検出処理は顏検出部 1 0 によって行



われる。顏検出部 1 0 は、顏番号をカウン トするカウン ト機能を有 し、また

顏番号に対する処理フラグを有 している。

[0038] 図 6 において、まず顏番号を 「1 」に設定 し （ステップS 1 ) 、その後、

カメラ 2 か らの映像か ら人物の顏を検出する顏検出処理を行 う （ステツプS

2 ) 。そ して、顏検出処理で新規の顏を検出 したかどうか判定 し （ステップ

S 3 ) 、新規の顏を検出 しない場合、新規の顏を検出するまでステップS 2

の顏検出処理を繰 り返 し行 う。これに対 し、新規の顏を検出 した場合、タイ

マ部 1 2 か ら現在時刻を取得 し、 この 時刻を該当顏番号の 「顏検出時刻情報

」として第 2 のメモ リ 1 5 に記録する （ステップS 4 ) 。該当顏番号の 「顏

検出時刻情報」を記録 した後、該当顏番号の処理フラグを 「照合待ち （= 1

) 」にセ ッ トする （ステップS 5 ) 。その後、顏番号を 1 インク リメン トし

(ステップS 6 ) 、ステップS 2 に戻る。以後同様に して、撮影 して得 られ

た映像か ら新規の人物の顏を検出するごとに、タイマ部 1 2 か ら現在時刻を

取得 して該当顏番号の 「顏検出時刻情報」として第 2 のメモ リ 1 5 に記録 し

、さらに該当顏番号の処理フラグを 「照合待ち」にセ ッ トし、顏番号を 1 ィ

ンク リメン トする。

[0039] 図 7 は、本実施の形態のプレ録画データ保存装置 1 の顏照合処理を説明す

るためのフローチャー トである。この顏照合処理は、顏照合部 1 1 、演算部

6 及びメモ リコン トロール部 1 7 が一体 となって行われる。顏照合部 1 1

は、顏番号に対する処理フラグ （「録画待ち」、 「処理無 し」）を有 してい

る。

[0040] 図 7 において、まず顏検出部 1 0 で検出された人物の顏に対 して顏照合処

理を実行する （ステップS 3 0 ) 。そ して、顏照合処理において顏照合が合

致 したかどうか判定 し （ステップS 3 1 ) 、顏照合が合致 した場合、タイマ

部 1 2 か ら現在時刻を取得 し、 この 時刻を合致 した顏番号の 「照合合致時刻

情報」として第 2 のメモ リ 1 5 に記録する （ステップS 3 2 ) 。次いで、合

致 した顏番号の処理フラグを 「録画待ち （= 2 ) 」にセ ッ トする （ステップ

S 3 3 ) 。そ して、合致 した顏番号よ り小 さい顏番号で処理フラグ 「照合待



ち」が あるか どうか判定す る （ステ ップ S 3 4 ) 。合致 した顏番号 よ り小 さ

ぃ顏番号 で処理 フラグ 「照合待 ち」が ある場合 、ステ ップ S 3 0 に戻 り、再

び顏照合処理 を行 う。

[0041 ] —方 、ステ ツプ S 3 4 の判定で、合致 した顏番号 よ り小 さい顏番号 で処理

フラグ 「照合待 ち」がな い場合 、第 1 の メ モ リ 1 3 に記録 され て いるプ レ録

画 デー タをハ ー ドデ ィス ク 1 4 に保存す る （ステ ップ S 3 5 ) 。 この場合 、

プ レ録画 デー タの保存期間 は、処理 フラグが 「録画待 ち」 にセ ッ トされ て い

る顏番号 の うち、最古の 「顏検 出時刻情報 」か ら最新の 「照合合致 時刻情報

」 までで ある。

[0042] プ レ録画 デー タをハ ー ドデ ィス ク 1 4 に保存 した後 、録画 した顏の顏番号

の 「顏検 出時刻情報 」 をプ レ録画の先頭 時刻 と してハ ー ドデ ィス ク 1 4 に保

存す る （ステ ップ S 3 6 ) 。録画 した顏の顏番号 の 「顏検 出時刻情報 」 をプ

レ録画の先頭 時刻 と してハ ー ドデ ィス ク 1 4 に保存 した後 、録画 され た顔の

顏番号 の処理 フラグを 「処理無 し （= 0 ) 」 にセ ッ トし （ステ ップ S 3 7 )

、その後本処理 を終 える。なお、 プ レ録画の処理が終 了 した後 、カメラ 2 か

らの映像 を予め設定 され た時間 （例 えば、 1 0 秒間）だ けハ ー ドデ ィス ク 1

4 に保存す る。

[0043] —方 、上記ステ ップ S 3 の判定 において、顏照合が合致 しなか った場合

、即 ち不一致の場合 、合致 しなか った顏番号 の処理 フラグを 「処理無 し （=

0 ) 」 にセ ッ トす る （ステ ップ S 3 8 ) 。次 に、顏番号 1 〜 n の 中で処理 フ

ラグ 「照合待 ち」が あるか どうか判定す る （ステ ップ S 3 9 ) 。顏番号 1 〜

n の 中で処理 フラグ 「照合待 ち」が ある場合 、ステ ップ S 3 0 に戻 り、再 び

顏照合処理 を行 う。 これ に対 し、顏番号 1 〜 n の 中で処理 フラグ 「照合待 ち

」がな い場合 、顏番号 1 〜 n の 中で処理 フラグ 「録画待 ち」が あるか どうか

判定す る （ステ ップ S 4 0 ) 。顏番号 1 〜 n の 中で処理 フラグ 「録画待 ち」

が ある場合 、ステ ップ S 3 5 に移行 し、第 1 の メ モ リ 1 3 に記録 され て いる

プ レ録画 デー タをハ ー ドデ ィス ク 1 4 に保存す る。 これ に対 し、顏番号 1 〜

n の 中で処理 フラグ 「録画待 ち」がな い場合 、 プ レ録画 デー タのハ ー ドデ ィ



スク 1 4 への保存を行わない。また、顏番号を 1 にセ ッ 卜し （ステップS 4

) 、本処理を終える。

[0044] このように本実施の形態のプレ録画データ保存装置 1 によれば、カメラ 2

で人物を撮影 して得 られた映像か ら人物の顏を検出する顏検出部 1 0 と、顏

検出部 1 0 で検出された人物の顏に対 して顏照合処理を実行する顏照合部 1

と、顏検出部 1 0 で人物の顔が検出された顏検出時刻か ら第 1 のメモ リ 1

3 に対 して人物の映像のプレ録画を開始 させるとともに、顏照合部 1 1 で顏

照合処理が実行 され照合合致 した照合合致時刻でプレ録画を終了させて、顏

検出時刻か ら照合合致時刻までのプレ録画データをハー ドディスク 1 4 に保

存するメモ リコン トロール部 1 7 と、を備えたので、顏照合処理に時間がか

かった場合でも照合期間中の被照合者の挙動を記録することができる。また

、再生時には、顏を検出 して照合合致 した人物のプレ録画が再生されるので

、どの顏を照合対象 としたかが分か り難いということがな くなる。

[0045] また、顏検出時刻を記憶する第 2 の メモ リ 1 5 を備 え、メモ リコン ト口一

ル部 1 7 が、人物の顏検出時刻か ら照合合致時刻までのプレ録画データをハ

— ドディスク 1 4 に保存する際に、第 2 のメモ リ 1 5 に記憶 された顏検出時

刻をプレ録画データのインデックス時刻として使用するので、目的とする人

物の記録映像を直 ぐに再生することができる。

[0046] なお、本実施の形態では、プレ録画データ保存装置 1 に顏検出部 1 0 を設

けているが、カメラ 2 内に顏検出部を設けてもよい。この場合、 「顏検出時

刻情報」はカメラ 2 か らプレ録画データ保存装置 1 に伝えられる。

[0047] なお、上述 した実施の形態のプレ録画データ保存装置 1 のハー ド構成 とし

ては、 C P U (中央処理装置）、 R A M等の揮発性メモ リ、 R O M等の不揮

発性メモ リ、及びィンタ一フェース等を備えたコンピュータを使用すること

ができる。実施の形態の顏検出部 1 0 、顏照合部 1 1 、タイマ部 1 2 、演算

部 1 6 及びメモ リコン トロール部 1 7 の各機能は、これ らの機能を記述 した

プログラムをC P U に実行 させることによ りそれぞれ実現できる。 この プロ

グラムは、磁気ディスク、ハー ドディスク、光ディスク、光磁気ディスク、



半導体メモ リ等の記憶媒体に格納 して頒布することもできる。

[0048] 本発明を詳細にまた特定の実施態様を参照 して説明 したが、本発明の精神

と範囲を逸脱することな く様々な変更や修正を加えることができることは当

業者にとって明らかである。

[0049] 本出願は、 2 0 1 0 年 6 月 3 0 日出願の日本特許出願 （特願 2 0 1 0 — 1

4 9 2 7 4 ) に基づ くものであり、その内容はここに参照として取 り込まれ

る。

産業上の利用可能性

[0050] 本発明は、複数の顏を照合する場合など、顏照合処理に時間がかかった場

合でも、被照合者の挙動を確実に記録することができるといった効果を有 し

、防犯監視用の監視システムへの適用が可能である。

符号の説明

[0051 ] プレ録画データ保存装置

2 カメラ

3 表示部

1 0 顏検出部

1 1 顏照合部

1 2 タイマ部

1 3 第 1 の メモ リ

1 4 /\— ドディスク

1 5 第 2 の メモ リ

1 6 演算部

1 7 メモ リコン ト口

1 8 画像デコー ド部



請求の範囲

[請求項 1] 第 1 の記録手段 と、

前記第 1 の記録手段 よ り大容量の第 2 の記録手段 と、

人物 を撮影 して得 られた映像か ら検出 された前記人物の顔に対 して

顏照合処理 を実行す る顏照合処理実行手段 と、

前記人物の顔が検出 された顏検出時刻か ら前記第 1 の記録手段に対

して前記人物の映像の プ レ録画 を開始 させ るとともに、前記顏照合処

理実行手段で前記顏照合処理が実行 され照合合致 した照合合致時刻で

前記 プ レ録画 を終 了させて、前記顏検出時刻か ら前記照合合致時刻ま

での プ レ録画デー タを前記第 2 の記録手段に保存す る録画制御手段 と

を備 えた プ レ録画デー タ保存装置。

[請求項 2 ] 前記顏検出時刻を記憶す る顏検出時刻記憶手段 を備 え、

前記録画制御手段は、前記顏検出時刻か ら前記照合合致時刻までの

プ レ録画デー タを前記第 2 の記録手段に保存す る際、前記顏検出時刻

記憶手段に記憶 された前記顏検出時刻を前記 プ レ録画デー タのインデ

ックス時刻 と して使用す る請求項 1 に記載の プ レ録画デー タ保存装置

[請求項 3 ] 人物 を撮影 して得 られた映像か ら検出 された前記人物の顔に対 して

顏照合処理 を実行す る顏照合処理実行ステ ツプと、

前記人物の顔が検出 された顏検出時刻か ら第 1 の記録手段に対 して

前記人物の映像の プ レ録画 を開始 させ るとともに、前記顏照合処理実

行ステ ツプで前記顏照合処理が実行 され照合合致 した照合合致時刻で

前記 プ レ録画 を終 了させて、前記顏検出時刻か ら前記照合合致時刻ま

での プ レ録画デー タを前記第 1 の記録手段 よ り大容量の第 2 の記録手

段に保存す る録画制御ステ ツプと、

を備 えた プ レ録画デー タ保存方法。

[請求項4] 請求項 3 に記載の プ レ録画デー タ保存方法の各ステ ツプをコン ビュ



ー タに実行 させ るための プ レ録画デー タ保存 プログラム。
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